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JPCOARには、全 国の大学・研究機闘をはじめとした、601の機関が参加しています（2019年5月10日時点）。
参加機関は、運営委員会の委員や作業部会員を派遣するととにより、JP仁OARが展開する諸活動の計画立案・実施に参画し
たり、JP仁OARが開催するオ ー プンアクセス関連のシンポジウムやワ ークショップ、リポジトリ担当者向け研修等に職員を参
加させるととができます。
とれからのリポジトリコミュニティをさらに強固なものとするため、ぜひJPCOARへご参加ください。

参加申込方法

下記URLより入会申請書をダウンロ ードし、必要事項をご記入の上、事務局まで電子メ ールにてお送りください（紙媒体によ
るお申し込みは受け付けておりません）。
なお、お申し込みの前に、必ずJP仁OARの会則・規程をご確認ください。

－オー プンアクセスリポジトリ推進協会入会申請書
．オー プンアクセスリポジトリ推進協会会則
－オー プンアクセスリポジトリ推進協会運営委員会規程
．オー プンアクセスリポジトリ推進協会会費規程

会員となることができる機関

http://id.nii.ac.jp/1458/00000014/ 
http://id.nii.ac.jp/1458/00000010/ 
http://id.nii.ac.jp/1458/00000011 / 
http://id.nii.ac.jp/1458/00000012/ 

1. 国立大学図書館協会、公立大学協会図書館協議会、私立大学図書館協会のいずれかに属する図書館
2.科学研究費補助金取扱規程（昭和40年3月30日文部省告示第110号）第2条1項で定める研究機関
3. 1または2に属する部局等
4. 国立情報学研究所
5. その他、協会の目的に賛同する大学図書館等の施設であって、運営委員会が認めたもの

基本会費とJAIRO Cloud利用料金

JPCOARへの参加には、機関規模に応じた基本会費2～6万円（年額・不課税）が必要となります。
また、JAIROCloudを利用する機関は、機関規模に応じた利用料金（年額・課税）、JAIROCloud登録容量（100GB超）に応じた
追加の特別料金（年額・課税、2020年4月より適用）も併せて必要となります。詳しくはJPCOAR会費規程をご覧ください。

JAIRO Cloudの共同運営

国立情報学研究所の提供するリポジトリのクラウドサ ー ビス「JAIRO 仁loud」は，JP仁OARと国立情報学研究所が共同

運営しています。

コミュ二ティサイトやユ ー ザ窓口をはじめとした運用に係る事務局機能は

JPCOARが担当し，JAIRO Cloudの利用機関はJP仁OARへの参加が必須となり

ます。

お申し込み・お問い合わせ先

オ ー プンアクセスリポジトリ推進協会(JPCOAR）事務局

国立情報学研究所 学術基盤推進部 図書館連携・協力室

干101-8430 東京都千代田区一ツ橋2-1-2
Email: jpcoar@nii.ac.jp / URL: https://jpcoar.repo川i.ac.jp/
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2019年5月発行

オ ー ブンアクセスリポジトリ推進協会
Japan Consortium for Open Access Repository: JPCOAR 

オ ー プンアクセスリポジトリ推進協会(JPCOAR）は、圏内の大学・研究機関が力を結集し、

オー プンアクセスの発展に向けた課題の解決に共同で取り組んでいく拠点、です。

JPCOAR 
オー プンアクセスリポジトリ推進協会



回目的
オー プンアクセスリポジトリ推進協会(JPCOAR）は、リポジ卜リを通じた知の発信システムの構築を推進し、リポジ卜リコミュ
ニティの強化と、我が国のオ ー プンアクセス並びにオ ー プンサイエンスに資することを目的とし、国公私立大学図書館協力
委員会と国立情報学研究所の聞の連携 ・ 協力協定に基づき、2016年7月に設立されたコミュニティで、す。

目的達成のため、次の重点目標を掲げて活動を行っています。

重点目標

・ オープンサイエンスを含む学術情報流通の改善

． リポジ卜リシステム基盤の共同運営と有効活用

． リポジ卜リ公開コンテンツのさらなる充実

－ 担当者の人材育成のための研修活動

・ 国際的な取組みに対する積極的連携

目組織
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整 I 参加機関
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国立情報学研究所

事務局

※JC=JAIRO Cloud 

総会
参加機関の意思を直接反映させる場が総会です。
総会は、会長や監事の選出や運営委員会の委員の承認を行うほか、年度ごとの事業計画、事業実施内容、会費徴収に
関する事項、予算 ・ 決算に関する事項等の報告を受け、それを承認する役割を担います。

運営委員会
運営に関する基本方針を策定する役割を担っています。
運営委員会の委員は、総会が承認し、JP仁OARの会長により委嘱されます。
運営委員会の委員長は委員のE選で選出されます。

作業部会
運営委員会の下で、各種事業（研修 ・ 広報等）の具体的な活動の中心となる組織で、す。
参加機聞に所属する職員が、作業部会員となります。
また、期間限定の事業を行うため、タスクフォ ースを設置して活動を行うとともあります。

事務局
JP仁OARの活動に必要な業務を遂行する部署です。事務局の専任職員は参加機関からの出向職員です。
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図活動内容
JPCOARでは、2019年度から2021年度の3年間の中期的な戦略として、 『JPCOARオ ー プンアクセスリポジトリ戦略 2019～
2021年度』を策定しました。機関リポジトリをめぐる国内外の状況を踏まえ、国内外の関係する団体、コミュニティと連携し、
リポジトリによる知の発信システムを構築し、オ ー プンアクセスのより一層の推進を目指します。とのビ

、
ジ

、
ヨンを実現するた

めに、JP仁OARでは5つの戦略を掲げ、それぞ
、
れに対応した具体的な活動に、4つの作業部会と運営委員会が主体となって取

り組みます。

研究デ ー タ作 業 部 会 コンテンツ涜通促進作業部会

コンテンツの収集や利活用の促進など、リポジ卜リを通じ
た学術情報のオープン化に寄与する活動を担います。
多様なコンテンツの流通を支える「JP仁OARスキー マ」の普
及に努め、国際的な相互運用性を確保し、外部連携を支え
る永続的識別子の活用を促進するなど、コンテンツ流通の
基盤整備を行います。
また、国立情報学研究所と連携 ・ 協力し、 JAIRO Cloudの機
能改善と安定的、持続的な運営を行います。

研究データ対応を見据えたリポジトりの役割、機能要件を
明らかにし、研究データ公開基盤の整備を推進するととも
に、国内外の関連機関と連携し、研究データの情報流通促
進及び評価に関する活動を行います。
とれらの活動をとおして、研究デー タの管理 ・ 共有 ・ 公聞
に携わる職員の意識、スキルの向上を図り、会員機聞にお
ける活動を支援します。

・・・・・・E喧璽璽璽霊堂璽E・・・・・・

....埼ープ＂＂クセスヲィーク担岨

オ ー プンアクセスリポジトリ戦略
2019-2021 

オ ー プ ン サ イ エ ン スの推進に寄与す るた
め、 研究デ ー タの公開、 流通に閲す る先導
的な取り組みを行う 。

オ ー プンアクセスを推進する学術情報流通の
2 基盤を整備し、 コンテンツの流通、 活用を促

進する。

3 オ ー プンアクセスリポジトリを支えるコミユニ
ティとしての機能を強化する。

4 オ ー プンアクセス、 オ ー プンサイエンスの推
進に対応できる人材育成を行う。

5 協会の活動基盤を強化し、JPCOARのブランド
力を高める。
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リポジ卜リコミュニティとしてのJPCOARの機能強化に取り
組みます。会員聞のコミュニティ活動の支援や、会員機関の
優れた取り組みへの支援とその成果の還元、その他の各機
関の活動情報や国内外の最先端の知見の収集 ・ 共有など
を通じ、協会全体の発展を目指します。
また、 JAIRO 仁loudコミュニティサイ卜を通じた利用機関へ
のサポートや，JAIRO仁loudへの移行支援も実施します。

オー プンアクセス、オー プンサイエンスの推進に対応できる
人材に必要となる技能や知識を明確にし、りポジトリ担当
者、研究支援に携わる職員など様々な対象 ・ レベルでの研
修の機会の充実を図ります。
また国内外での活動を通じて、オー プンアクセス、オ ー プン
サイエンスを牽引する中核的人材の育成を支援します。

人材育成作 業 部 会コミュニティ強化・支援作業部会

会員機関の拡大を図り、人的および財政的な活動基盤をより強固なものとします。また、協会の活動及びその成果を広く発信し、
国内外での協会の認知度向上に努め、海外においては特にアジアでの存在感を高めます。国際的なコミユ二ティやイ二シア
ティブ

、
との連携を進めるとともに、圏内の関係機関や組織等と適切に連携を行っていきます。

運 営 委 員 会
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